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市政の窓

　

本
年
10
月
、
本
市
は
平
成
の
大

合
併
に
よ
る
徳
島
県
内
第
一
号
の

合
併
市
と
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

10
月
に
は
、
本
庁
舎
に
懸
垂
幕

を
掲
げ
る
除
幕
式
や
記
念
式
典
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
関
西
歌
舞

伎
界
の
片
岡
愛
之
助
さ
ん
主
演
の

「
錦
秋
吉
野
川
歌
舞
伎
公
演
」
を

鴨
島
大
菊
人
形
展
に
合
わ
せ
同
月

31
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
絵
や
作
文

の
募
集
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
提
案
型
事
業
に
よ
る

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
取

　３月３日の平成26年３月
吉野川市議会定例会開会日、
川真田市長は、平成25年度
の成果と平成26年度の市政
運営方針について述べ、市
民の皆さんや市議会に理解
と協力を求めました。要旨
は次のとおりです。

り
組
む
団
体
に
対
し
て
も
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
本
市
の
公
式
グ
ッ
ズ

と
し
て
「
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
」

の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

う
ち
わ
な
ど
を
作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
戦

略
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
、
個
人
消
費
の
減
退
に

よ
る
景
気
へ
の
影
響
を
食
い
止
め

る
た
め
、
商
工
団
体
に
よ
る
地
域

商
店
な
ど
に
お
い
て
使
用
可
能
な

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
」

の
発
行
が
計
画
さ
れ
、
県
お
よ
び

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
支
援
す

る
こ
と
で
、
景
気
の
下
支
え
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
は
消
費
税
率
引
き
上

げ
の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
の
給
付
を
予
定

し
て
お
り
、
給
付
対
象
者
は
、
市

町
村
民
税
・
均
等
割
非
課
税
者
な

ど
と
さ
れ
、
本
市
で
は
約
１
万
人

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

同
様
に
、
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
は
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

給
付
対
象
者
以
外
の
児
童
手
当
受

給
者
が
給
付
対
象
と
な
り
、
本
市

で
は
約
４
千
２
百
人
の
方
が
、
そ

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

開
園
を
４
月
に
控
え
た
「
川
島

こ
ど
も
園
」
は
、
６
カ
月
児
か
ら

就
学
前
の
児
童
ま
で
を
受
け
入

れ
、
す
べ
て
の
園
児
へ
給
食
の
提

供
、
幼
稚
園
児
の
預
か
り
保
育
な

ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
」
は
、
育
児

の
相
談
や
親
子
の
交
流
、
子
育
て

に
関
す
る
講
習
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
ど
も
園

の
栄
養
士
か
ら
の
直
接
指
導
や
、

こ
ど
も
園
と
の
交
流
な
ど
、
支
援

体
制
の
拡
充
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
川
島
こ
ど
も
園
」
開
園
に
合

わ
せ
て
、
５
月
か
ら
市
内
す
べ
て

の
幼
稚
園
で
、
週
５
日
の
完
全
給

食
が
始
ま
り
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
食
育
を

踏
ま
え
た
幼
稚
園
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

山
川
庁
舎
改
修
工
事
が
２
月
に

完
了
し
、「
山
川
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

１
階
に
は
吉
野
川
市
役
所
山
川

支
所
と
山
川
公
民
館
、
２
階
に
は

吉
野
川
市
商
工
会
、
３
階
に
は
吉

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
川
支

所
と
山
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

移
転
す
る
公
民
館
の
跡
地
は
、

災
害
時
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
の

耐
震
性
貯
水
槽
を
備
え
た
駐
車
場

と
し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
山
川
地
区
に
は
高
齢
者

の
活
動
拠
点
施
設
が
未
整
備
の
た

め
、
旧
山
川
庁
舎
３
階
を
改
修
、

整
備
し
て
山
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

今
後
、
山
川
地
区
で
の
高
齢
者

の
健
康
や
福
祉
の
増
進
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
２
つ

の
施
設
を
統
合
し
、
本
年
１
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
収
集
ル
ー
ト
の
見
直
し

や
収
集
時
間
を
変
更
し
て
効
率
的

収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
防
災
対
応
施
設
と
し
て

倉
庫
内
に
防
災
用
品
の
備
蓄
が
完

了
し
て
お
り
、
安
全
・
安
心
の
一

助
と
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
親
し
ま
れ
る
施
設
と
す

る
た
め
小
学
生
に
愛
称
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
３
４
９
点
の
応
募
が

あ
り
、「
ま
ち
ぴ
か
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
吉
野
川
」
に
決
定
し
ま
し
た
。愛称は「まちぴかステーション吉野川」に決定

片岡愛之助さん

国
、
県
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
へ
の
対
応

山
川
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
お
よ
び
周
辺
整
備

運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

運
用
の
開
始

市
制
10
周
年
記
念
事
業

幼
稚
園
給
食
の
実
施

川
島
こ
ど
も
園
開
園
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●
学
校
再
編

　

平
成
24
年
12
月
に
、
学
校
再
編

計
画
策
定
委
員
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
学
校
再
編
計
画
の
素
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

第
１
期
計
画
に
お
い
て
は
、
小

学
校
14
校
の
う
ち
７
校
を
２
校
に
、

中
学
校
４
校
の
う
ち
２
校
を
１
校

に
再
編
す
る
と
い
う
も
の
で
、
残

り
の
学
校
は
「
第
１
期
計
画
の
期

間
中
は
現
行
ど
お
り
存
続
し
、
第

１
期
が
終
了
す
る
ま
で
に
今
後
の

在
り
方
を
検
討
す
る
」
と
い
う
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

再
編
に
当
た
っ
て
は
、
財
政
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体

制
の
充
実

　

平
成
24
年
度
か
ら
小
学
校
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
１
人
配

置
し
、
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
な

ど
の
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
不
登
校
者
が

減
少
し
、
い
じ
め
問
題
解
消
に
も

一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、
来
年

度
か
ら
１
人
増
員
し
、
２
人
配
置

に
よ
る
支
援
体
制
の
強
化
・
充
実

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
整
備

　

昨
年
６
月
に
着
工
し
た
、
吉
野

川
市
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
整

備
工
事
は
２
月
末
で
完
了
し
、
新

年
度
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
地
震
等
災
害
対
策

　

今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

世
帯
を
対
象
に
、
家
具
転
倒
防
止

器
具
の
給
付
な
ど
を
実
施
し
、
地

震
発
生
時
に
お
け
る
地
域
の
減
災

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
災
害
時
給
水
対
策

　

地
震
直
後
の
飲
料
水
確
保
や

重
要
施
設
、
避
難
所
な
ど
へ
の
運

搬
給
水
を
行
う
た
め
、
応
急
給
水

拠
点
施
設
と
し
て
川
島
浄
水
場
に

非
常
用
給
水
装
置
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
山
川
公
民

館
跡
地
に
整
備
す
る
耐
震
性
貯
水

槽
や
市
役
所
・
鴨
島
浄
水
場
に
非

常
用
給
水
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
給
水
拠
点
と
し
て
、
川
島

第
３
高
区
配
水
池
に
も
増
設
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
山
川
浄
水

場
に
も
非
常
用
給
水
装
置
を
設
置

予
定
と
し
、
災
害
時
の
給
水
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

　

現
在
、
市
道
な
ど
の
沿
線
に
設

置
さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
タ
イ
プ
の

防
犯
灯
は
約
２
１
０
０
基
あ
り
、

計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
仕
様
の
機
器
に

交
換
し
て
い
き
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備

え
と
し
て
、
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化

対
策
を
早
急
に
講
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
重
要
路
線
上
に
あ

る
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
長
寿

命
化
修
繕
計
画
と
耐
震
化
基
本
計

画
を
今
年
度
内
に
策
定
し
ま
す
。

　

今
後
、
国
の
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
健
全
度
を
保
つ
た

め
の
補
修
工
事
と
、
落
橋
防
止
な

ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
迅
速
か
つ

効
果
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
補
助
要

件
拡
大

　

巨
大
地
震
な
ど
へ
の
対
策
と
し

て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び

改
修
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
着
工
分
か

ら
、
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
着

工
分
ま
で
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
評
点
を
１・
０
以

上
に
補
強
す
る
場
合
は
90
万
円
を

１
２
０
万
円
に
、
０・７
以
上
に
補

強
す
る
場
合
は
、
50
万
円
を
60
万

円
に
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
を
拡
大
す

る
と
同
時
に
、改
修
時
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
に

加
え
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
宣
言

　

本
市
が
実
施
す
る
あ
ら
ゆ
る
施

策
に
つ
い
て
は
、
人
権
尊
重
の
視

点
に
立
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
平

成
24
年
３
月
に
吉
野
川
市
人
権
施

策
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
日
々
の
営
み
を
継
続
・

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
や
、
民
主

的
な
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
、
吉
野
川
市
を
人
権
尊
重

の
ま
ち
と
し
て
宣
言
し
ま
す
。

●
市
産
材
の
利
用
推
進

　

本
市
で
は
、
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
関
す

る
方
針
を
定
め
、
市
産
材
な
ど
の

需
要
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
川
島
こ
ど
も
園
の

内
装
材
や
榎
谷
集
会
所
に
利
用

し
、
来
年
度
改
築
予
定
の
山
瀬
地

区
公
民
館
に
も
利
用
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
木
材
需
要
の
拡
大
と

定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
丸
太
素

材
だ
け
で
な
く
、
加
工
木
材
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
活
用
幅
を
拡
大

し
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
木
材
の
地
産
地
消
を
進

め
林
業
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

川島こども園での市産材の利用

防災情報通信システム

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
活
性
化
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●
企
業
誘
致
な
ら
び
に
定
住
促
進

対
策

　

来
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
吉
野
川
市
内
に
新
設
、
増

設
を
行
う
事
業
所
へ
の
就
職
、
転

勤
な
ど
に
よ
り
転
入
し
、
民
間
の

賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
に
対

し
て
、
２
年
間
の
家
賃
補
助
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
県
内
で
は
初
め
て
の

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
企
業
誘
致
や
人
口
増
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事

業
を
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
先
月
末
ま
で
に
60
件
も
の

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
を
延
長
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
婚
世
帯
の
転
入
を

促
進
し
、
転
出
の
抑
制
が
で
き
る

と
考
え
、
受
付
期
間
を
平
成
27
年

度
ま
で
、
さ
ら
に
２
カ
年
延
長
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　

美
郷
地
区
は
、
高
開
石
積
み
シ

バ
ザ
ク
ラ
ま
つ
り
や
美
郷
ほ
た
る

ま
つ
り
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
年
間
約
５
万
３
千
人
の

方
に
ご
訪
問
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
過
疎
と
高
齢
化
に
よ

り
、
活
力
は
年
々
低
下
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
活
用
し
、
集
落
再
生

機
能
維
持
が
実
現
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域

解
消
事
業

　

本
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
者
の
採
算
性
の
問
題
に
よ
り
、

光
フ
ァ
イ
バ
網
が
敷
設
さ
れ
て
い

な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
に
、市
が
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
敷
設
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
者
に
貸
し
付
け
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
難
視
聴
地
域
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
買
物
支
援
等
対
策
事
業

　

過
疎
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、

さ
ら
に
は
地
域
小
売
店
の
減
少
に

よ
り
、
買
物
に
不
自
由
を
し
て
い

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
買
物
支
援
等
対
策
事

業
を
立
ち
上
げ
、
移
動
販
売
事
業

の
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
吉
野
川
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
取
り
組

む
、
買
物
サ
ポ
ー
ト
・
ワ
ン
コ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●
江
川
湧
水
池
等
環
境
整
備

　

新
麻
植
協
同
病
院
の
開
院
に
合

わ
せ
て
、
江
川
湧
水
池
を
含
む
周

辺
の
区
域
に
つ
い
て
、
自
然
景
観

を
保
全
し
な
が
ら
自
由
に
散
策
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
湧
水
池
周
辺
遊
歩

道
の
整
備
を
行
い
、
危
険
防
止
柵

を
設
置
し
、
安
心
し
て
水
辺
を
散

策
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
下
水
道
接
続
促
進

　

本
市
は
、
下
水
道
整
備
を
重
点

施
策
と
し
て
取
り
組
み
、
接
続
率

は
70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
処
理
区
に
よ
っ
て
は
、

40
％
前
後
と
低
調
な
結
果
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度

か
ら
、
未
接
続
世
帯
全
戸
を
対
象

と
し
た
専
門
機
関
の
戸
別
訪
問
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
期
間
限
定

に
よ
る
奨
励
金
を
交
付
し
、
早
期

接
続
促
進
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

特
に
接
続
率
の
低
い
、
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
か
ら
実
施

し
、
接
続
率
の
向
上
に
よ
る
安
定

的
な
経
営
基
盤
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
と
衛
生

的
な
住
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

●
社
会
教
育
（
体
育
）
施
設
整
備

　

山
瀬
地
区
公
民
館
は
、
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
、
早
期
の
改
築
が
望

ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
し
い
公
民
館
は
、
現
在
の
敷

地
内
に
建
築
さ
れ
、
延
べ
床
面
積

４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
２
０

人
程
度
を
収
容
で
き
る
会
議
室
や

調
理
室
、
研
修
室
を
備
え
た
木
造

平
屋
建
て
と
し
、
市
産
材
を
利
用

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
設
備
は
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の

利
用
が
多
く
、
市
内
で
も
有
数
の

屋
外
体
育
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
設
備
設
置
以
来
40
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

早
期
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
夜
間
に
お
い
て
も

安
心
し
て
体
力
増
強
、
健
康
増
進

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全

面
的
に
改
修
を
行
う
予
定
で
す
。

●
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉

計
画
策
定

  

障
が
い
者
計
画
は
、
施
策
全
般

に
関
わ
る
理
念
や
基
本
的
な
方
針

や
目
標
を
定
め
た
計
画
で
あ
り
、

福
祉
計
画
は
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

供
に
関
す
る
具
体
的
な
方
策
な
ど

を
取
り
ま
と
め
た
事
業
計
画
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
策
定
委
員
会

で
の
意
見
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ

た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
民
の

誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
支
え
合
う
、
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
支
援
な
ど
の
た
め
、
施

策
の
一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現在の山瀬地区公民館

美郷ほたるまつり

環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
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●
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
人
口
の
推
移

や
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
平
成

27
年
度
を
初
年
度
と
す
る
３
カ
年

の
事
業
量
を
推
計
し
、
策
定
委
員

会
で
十
分
な
協
議
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

　

中
で
も
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢

化
に
よ
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

認
知
症
施
策
や
地
域
ケ
ア
会
議
の

実
施
、
生
活
支
援
態
勢
な
ど
を
充

実
さ
せ
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
認
証
商
品
な
ど
を
掲
載
し

た
記
念
品
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、

従
来
の
１
万
円
以
上
１
品
を
３
万

円
以
上
は
２
品
の
記
念
品
を
選
べ

る
よ
う
に
拡
大
し
、
周
知
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

昨
年
４
月
か
ら
２
月
末
ま
で
の
累

計
は
５
４
３
件
で
、
９
０
０
万
円

を
超
え
る
寄
附
の
申
し
込
み
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
か
ら
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
を
導
入
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
公
共
施
設
跡
地
な
ど
の
有
効
活

用
お
よ
び
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

本
市
で
は
、
約
３
７
０
の
公
共

施
設
を
有
し
、
多
く
の
施
設
が
更

新
時
期
を
迎
え
る
中
で
、
総
合
か

つ
計
画
的
な
管
理
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
の
統
廃
合
や

複
合
化
、
長
寿
命
化
を
図
り
、
跡

地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
検
討

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
を

策
定
し
、
効
率
的
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
第
３
次
吉
野
川
市
行
財
政
改
革

　

平
成
27
年
度
か
ら
５
カ
年
を
期

間
と
す
る
、
第
３
次
吉
野
川
市
行

財
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
綱
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

第
２
次
に
お
け
る
重
要
項
目
は
引

き
続
き
第
３
次
に
盛
り
込
み
、
必

要
に
応
じ
て
新
た
に
主
要
事
項
を

追
加
し
、
目
標
達
成
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
市
議
会
定
例
会

が
３
月
３
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で

の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

市
長
が
提
案
し
た
74
議
案
す
べ
て

が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
吉
野
川
市
防
災
行
政
無
線
施
設

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

市
民
の
安
全
の
確
保
お
よ
び
防

災
行
政
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
条
例
で
す
。

◇
吉
野
川
市
立
認
定
こ
ど
も
園
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所
が
相
互

に
連
携
し
、
小
学
校
就
学
前
の
子

ど
も
に
対
し
て
教
育
お
よ
び
保
育

を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
条
例
で
す
。

◇
吉
野
川
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

認
定
こ
ど
も
園
設
置
に
よ
る
も

の
な
ど
の
ほ
か
、
鴨
島
中
央
保
育

所
が
４
月
か
ら
民
営
化
と
な
る
こ

と
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

◇
吉
野
川
市
上
水
道
給
水
条
例
な

ど
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴

い
、
吉
野
川
市
上
水
道
給
水
条
例

な
ど
の
34
件
の
条
例
に
つ
い
て
、

使
用
料
等
の
一
部
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
７

６
１
２
万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
９
７
億
８
５
５
４
万
４

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
25
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
７
件

◇
平
成
26
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
26
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
８
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
６
～

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
吉
野
川
市
立
山
川
東
保
育
所
／

有
限
会
社
か
も
め
体
育
保
育
園
／

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年

３
月
31
日

▼
吉
野
川
市
山
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
社
会
福
祉
法
人
吉
野
川
市

社
会
福
祉
協
議
会
／
平
成
26
年
４

月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
委
員
に
推
薦
し
た
い
た
め
、

議
会
に
対
し
て
同
意
を
求
め
た
も

の
で
す
。

北
川　

博
（
き
た
が
わ　

ひ
ろ
し
）

氏
＝
63
歳
、
鴨
島
町
喜
来

条
例

予
算

人
事

指
定
管
理
者
の
指
定

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り

　

誌
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp

第５期介護保険事業計画

簡
素
で
効
率
的
な

行
政
基
盤
の
確
立
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平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
前
年
度
比
２
億
９
３
８

０
万
７
千
円
、
率
に
し
て
１・５
％

減
の
１
９
０
億
３
３
２
５
万
６
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
規
模
は
、

合
併
後
４
番
目
の
規
模
と
な
り
ま

し
た
が
、
合
併
に
伴
う
大
型
公
共

事
業
が
平
成
25
年
度
ま
で
に
一
段

落
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
３
年

連
続
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、『
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
、
吉
野
川
市
実
現
チ
ャ
レ

ン
ジ
予
算
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た「
防

災
・
減
災
」
や
「
子
育
て
支
援
」

な
ど
既
存
事
業
の
充
実
・
拡
大
に

加
え
、「
定
住
促
進
の
３
本
柱
」
を

軸
と
し
た
、
定
住
人
口
増
加
策
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
型
の
予
算
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
は
吉
野
川

市
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
で
も
あ
り
、
市
制
10
周

年
記
念
事
業
を
通
じ
て
、
吉
野
川

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

■
市
税

　

復
興
増
税
に
よ
る
個
人
市
民

税
均
等
割
の
増
額
な
ど
に
よ
る

増
収
や
、
新
築
家
屋
の
増
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
増
収
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
０・
６
％
増
の

38
億
２
５
１
１
万
４
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

　

消
費
増
税
に
伴
う
社
会
保

障
財
源
分
と
し
て
、
新
た
に

８
１
３
９
万
５
千
円
が
交
付
見

込
み
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
19
・
２
％
増
の

４
億
４
７
１
８
万
７
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

■
地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
の
こ
こ
３
年
間
の

交
付
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
前
年

度
比
10
・
８
％
増
の
72
億
円
を
見

込
み
ま
し
た
。

■
国
庫
支
出
金

　

生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
増
に
加
え
、
消
費
増
税
対
策

の
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
23
・
１
％

増
の
24
億
４
０
８
４
万
７
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

■
県
支
出
金

　

保
育
所
運
営
費
負
担
金
、
木
造

住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業
補
助
金

な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
・

７
％
増
の
13
億
５
８
５
８
万
４
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
市
債

　

新
た
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ

ロ
地
域
解
消
事
業
９
７
６
０
万
円
、

橋
り
ょ
う
耐
震
化
な
ど
に
よ
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

９
０
４
０
万
円
、
山
瀬
地
区
公
民

館
整
備
事
業
１
億
３
５
９
０
万
円

な
ど
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
合
併
に

伴
う
大
型
公
共
事
業
が
一
段
落
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
債
発
行

額
が
大
幅
に
減
と
な
り
、
市
債
総

額
で
は
前
年
度
比
33
・
１
％
減
の

17
億
３
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
債
発
行
に
当
た
っ
て

は
、
合
併
特
例
債
な
ど
国
の
財
政

支
援
の
手
厚
い
有
利
な
市
債
の
積

極
的
な
活
用
を
図
り
、
実
質
的
な

市
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
義
務
的
経
費

【
人
件
費
】

　

職
員
数
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
５・
３
％
減
の
33
億
３
３

７
９
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
扶
助
費
】

　

生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
増
に
加
え
、
新
た
に
認
可
し

た
私
立
認
可
保
育
所
委
託
料
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
７・４
％

増
の
41
億
１
２
９
万
６
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

定
期
償
還
額
は
増
加
し
ま
す

が
、
繰
上
償
還
金
を
前
年
度
よ
り

３
億
２
８
９
４
万
４
千
円
少
な
い

１
億
８
５
９
４
万
円
と
し
た
た
め
、

公
債
費
全
体
で
は
前
年
度
比
８
・

７
％
減
の
25
億
１
１
６
５
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
公
債

費
は
、
平
成
24
年
度
を
ピ
ー
ク
に

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を

合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
99
億
４

６
７
４
万
６
千
円
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
１
億
４
４
１
３
万
６

千
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
分
母
と

な
る
予
算
総
額
が
そ
れ
以
上
に
減

少
し
た
た
め
、
予
算
総
額
に
占
め

る
割
合
は
52
・
３
％
と
な
り
、
前

年
度
比
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

り
ま
し
た
。

■
投
資
的
経
費

　

平
成
26
年
度
は
、
橋
り
ょ
う
の

耐
震
工
事
の
本
格
化
や
山
瀬
地
区

公
民
館
整
備
事
業
、
民
間
移
譲
に

向
け
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳
越
荘

改
修
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ

地
域
解
消
事
業
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
が
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
大

型
公
共
事
業
が
一
段
落
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
全
体

で
は
、
前
年
度
比
21
・
６
％
減
の

16
億
６
７
０
８
万
９
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
の
予
算

総
額
に
占
め
る
割
合
は
８・８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
経
費

　

物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金

な
ど
を
合
わ
せ
た
そ
の
他
の
経
費

は
、
電
気
料
金
の
改
定
や
消
費
増

税
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度

比
４・
４
％
増
の
74
億
１
９
４
２

万
１
千
円
と
な
り
、
予
算
総
額
に

占
め
る
割
合
は
38
・
９
％
と
な
り

ま
し
た
。

一 

般 

会 

計

主
な
歳
入
（
収
入
）

主
な
歳
出
（
支
出
）

平
成
26
年
度

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

平成26年度吉野川市当初予算

< 190億3,325万6千円 >
定住促進の３本柱
○吉野川市の魅力アップ
○企業活動の拡大・支援
○バリアフリーなまちづくり
　吉野川市の良さを市内外に発信し、人口の
流出抑制、増加に向けた施策を展開します。
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予備費
3,000万円
(0.2%)

歳出

190億3,325万6千円歳出

義務的
経費
   （52.3%）

投資的経費
（8.8%）

その他
（38.9%）

人件費
33億3,379万9千円
(17.5%)

扶助費
41億129万6千円
(21.6%)

公債費
25億1,165万1千円
(13.2%）投資的経費

16億6,708万9千円
（8.8%）

物件費
22億3,086万円
(11.7%)

維持補修費
8,288万4千円
(0.4%)

補助費等
22億7,979万2千円
(12.0%)

投資および出資金・
貸付金、積立金
1億4,394万4千円
(0.7%)

繰出金
26億5,194万1千円
(13.9%)

県支出金
13億5,858万4千円
（7.1%）

自主財源
     29.4%

依存財源
70.6%

市税
38億2,511万4千円
（20.1%）

繰入金
6億7,700万円
（3.6%）

歳入

その他
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・諸収入
10億9,131万9千円
（5.7%）

市債
17億30万円
（8.9%）

地方交付税
72億円
（37.8%）

国庫支出金
24億4,084万7千円
（12.8%）

地方譲与税
・各種交付金
7億4,009万2千円
（4.0%）

190億3,325万6千円歳入

家計簿にたとえると
　市の財政状況をより分かりやす
くお伝えするため、平成26年度の
一般会計当初予算を、家計簿にたと
えてみました。
　ここでは、一般会計当初予算190
億3,325万６千円を約1/10,000に
縮小した、約190万３千円を一年間
の収入として計算しています。

収入 （単位：円）
区分 金額 構成比 対応する予算

自主

給料 382,000 20.1% 市税
パート収入 41,000 2.1% 使用料・手数料、分担金
雑収入 34,000 1.8% 寄付金、諸収入
資産の売り払いなど 4,000 0.2% 財産収入
前年からの繰越金 30,000 1.6% 繰越金
預金の取り崩し 68,000 3.6% 繰入金

依存 親からの仕送り 1,174,000 61.7% 地方交付税、国・県支出金、
地方譲与税など

銀行からの借入 170,000 8.9% 市債
合　計 1,903,000 100.0%

支出 （単位：円）
区分 金額 構成比 対応する予算

生活費 557,000 29.3% 人件費、物件費
ローン返済 251,000 13.2% 公債費
家の増改築など 167,000 8.8% 投資的経費
家や車の維持修繕 8,000 0.4% 維持修繕費
子どもへの仕送り 265,000 13.9% 繰出金
自治会費、加入組合費など 228,000 12.0% 補助費等
医療・介護・教育費 410,000 21.6% 扶助費
雑支出 16,000 0.7% 投資及び出資金・貸付金
定期預金 1,000 0.1% 積立金
合計 1,903,000 100.0%

雑支出
1万6千円（0.7％）

［よしのがわ家の支出］

平成26年度
年間支出
190万3千円

定期預金
1千円（0.1％）

生活費
55万7千円
（29.3％）

ローン返済
25万1千円
（13.2％）

家の増改築など
16万7千円
（8.8％）

家や車の維持修繕
8千円
（0.4％）

子どもへの
仕送り
26万5千円
（13.9％）

自治会費、
加入組合費など
22万8千円
（12.0％）

医療・介護・教育費
41万円（21.6％）

［よしのがわ家の収入］

平成26年度
年間収入
190万3千円

銀行からの借入
17万円 
（8.9％）

給料  38万2千円（20.1％） パート収入
4万1千円（2.1％）

雑収入
3万4千円 
（1.8％）
資産の売り
払いなど
4千円
（0.2％）

前年からの
繰越金
3万円
（1.6％）

預金の取り崩し
6万8千円
（3.6％）

親からの仕送り
117万4千円 
（61.7％）
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１
．
吉
野
川
市
の
魅
力
ア
ッ
プ

新
市
制
10
周
年
記
念
事
業

 

２
４
１
０
万
円

新
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

 

３
８
６
万
円

新
木
造
新
築
住
宅
正
角
材
給
付
事

業
（
一
次
加
工
済
杉
柱
材
）

 

１
５
０
万
円
相
当

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

２
３
４
万
円

２
．
企
業
活
動
の
拡
大
・
支
援

新
市
内
新
設
事
業
所
等
へ
の
転
勤

等
に
よ
る
転
入
世
帯
家
賃
補
助
事

業 

１
２
０
万
円

新
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

補
助 

７
８
０
万
円

○
鴨
島
駅
前
商
店
街
活
性
化
支
援

モ
デ
ル
事
業
補
助
金

 

１
１
６
万
円

３
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り

新
買
い
物
支
援
対
策
事
業
（
移
動

販
売
事
業
者
助
成
）

 

２
５
０
万
円

新
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
ワ
ン
コ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助 

５
０
万
円

新
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域

解
消
事
業 

１
億
５
２
２
万
円

新
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

 

４
５
万
円

新
幼
稚
園
給
食
提
供
事
業

 

３
０
９
７
万
円

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業

 

７
２
６
万
円

○
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
支
援
事

業
補
助 

６
４
０
万
円

新
公
共
施
設
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
推
進
事
業 

７
０
２
３
万
円

新
災
害
時
飲
料
水
確
保
対
策
事
業

 
１
５
０
万
円

新
家
具
転
倒
防
止
金
具
設
置
事
業

 

８
０
万
円

新
山
瀬
地
区
公
民
館
整
備
事
業

 

１
億
６
５
５
２
万
円

新
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
更
新
事
業

 

３
８
９
４
万
円

新
温
泉
施
設
経
営
支
援
事
業
補
助

金 

１
６
０
万
円

新
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

 

１
億
４
０
０
５
万
円

新
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

給
付
事
業 

４
７
８
１
万
円

新
貸
出
用
の
消
毒
機
材
整
備

 

９
５
千
円

新
鴨
島
閉
鎖
処
分
場
整
備
事
業

 

１
３
３
９
万
円

新
公
共
下
水
道
接
続
促
進
事
業

（
特
別
会
計
で
実
施
）

 

１
３
４
９
万
円

新
公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理
に

よ
る
老
朽
化
対
策
の
推
進

 

１
０
０
万
円

新
環
境
施
設
整
備
事
業

 

４
１
７
万
円

○
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事
業

 

８
２
３
万
円

○
育
児
用
品
購
入
費
助
成
事
業

  

５
０
０
万
円

○
新
規
私
立
認
可
保
育
所
・
認
定

子
ど
も
園
の
運
営
開
始

 

１
億
４
９
１
７
万
円

○
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

 

４
９
０
万
円

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業 

４
５
５
万
円

○
放
課
後
児
童
対
策
事
業

 

６
１
２
６
万
円

○
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成

事
業 

１
億
６
７
１
６
万
円

○
出
産
祝
金
支
給
事
業

 

６
０
０
万
円

○
児
童
手
当
事
業

 

５
億
９
１
７
３
万
円

○
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

 

２
億
４
７
１
万
円

○
保
育
所
施
設
環
境
整
備
事
業

 

８
１
１
万
円

○
避
難
所
等
の
公
共
施
設
耐
震
改

修
等
事
業 

２
２
３
７
万
円

○
消
防
団
詰
所
・
格
納
庫
整
備

 

４
１
９
４
万
円

○
災
害
拠
点
病
院
移
転
に
伴
う
周

辺
環
境
整
備
事
業

 

５
９
４
０
万
円

○
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

 

４
０
０
万
円

《
定
住
促
進
の
３
本
柱
》

《
そ
の
他
重
点
施
策
》

平
成
26
年
度
当
初
予
算

主
要
施
策

＊
新
は
新
規
事
業

支出総額　　432,761円
議会費・総務費・
諸支出金等 民生費 衛生費 農林水産業費・

商工費

50,983円 170,512円 49,562円 14,174円
議員報酬や議会運営
の経費、庁舎管理や
総合的な管理事務等
に要する経費

社会福祉、身体障害
者、高 齢 者、児 童 福
祉、生活保護等に要
する経費

各種検診などの保健
活動やごみ・し尿処
理等に要する経費

農林水産業の振興や
商工観光等に要する
経費

土木費 消防費・
災害復旧費 教育費 公債費

35,534円 17,053円 37,835円 57,108円
市道整備や市営住宅
の維持管理等に要す
る経費

消防団活動や災害復
旧に要する経費

学校施設の整備や幼
稚園、小中学校、社会
教育、スポーツ振興
等に要する経費

事業を行うために市
が借り入れたお金に
対する返済金

市民一人あたりの税負担 86,972円
※市税（38億2,511万4千円）÷人口(43,981人／ H26.1.1現在の
　住民基本台帳人口）で換算。

市民一人あたりに換算すると

鴨島第一中学校夜間照明
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○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
個
人
負

担
の
無
料
化 

８
８
０
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

 

４
８
０
０
万
円

○
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
耐
震
・
長
寿

命
化 

３
億
４
０
０
０
万
円

○
雨
水
被
害
軽
減
対
策
事
業

 

７
０
７
６
万
円

○
美
郷
地
区
小
学
校
複
式
学
級
支

援
事
業 

４
７
５
万
円

○
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
事

業 

８
１
８
万
円

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
配
置
事
業
（
小
学
校
）

 

４
２
０
万
円

○
適
応
指
導
教
室
事
業

 

３
７
７
万
円

○
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー
事

業 

９
７
５
万
円

○
早
期
か
ら
の
教
育
相
談
・
支
援

体
制
構
築
事
業 

３
２
０
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事

業 

２
６
９
０
万
円

○
体
育
振
興
事
業

 

１
５
７
０
万
円

○
交
通
安
全
対
策
事
業

 

８
０
０
万
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

 

５
億
２
１
０
０
万
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

 

１
５
８
万
円

○
地
方
バ
ス
路
線
対
策
事
業
（
代

替
バ
ス
） 

６
９
４
万
円

○
木
造
新
築
住
宅
丸
太
素
材
現
物

給
付
事
業 

１
０
０
万
円
相
当

○
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
事
業

 

３
５
７
万
円

○
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

 

３
６
０
万

○
市
有
林
素
材
生
産
事
業
（
市
有

林
間
伐
） 

１
０
８
０
万
円

○
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

 

２
０
０
万
円

○
人
・
農
地
問
題
解
決
推
進
事
業

 

１
９
４
０
万
円

○
と
く
し
ま
明
日
の
農
林
水
産
業

づ
く
り
事
業
補
助
金

 

１
３
５
１
万
円

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

 

３
２
４
２
万
円

○
森
林
整
備
事
業

 

６
１
１
１
万
円

○
商
工
会
合
併
支
援
特
別
事
業

 

３
０
０
万
円

○
観
光
振
興
事
業

 

２
３
９
８
万
円

○
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金
事
業 

２
７
０
万
円

○
官
・
学
ま
ち
づ
く
り
連
携
事
業

 

５
０
万
円

○
自
治
振
興
事
業

 

２
７
４
３
万
円

○
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
予
防

諸
費
事
業 

１
億
６
４
０
万
円

○
母
子
保
健
事
業

 

３
８
６
０
万
円

○
保
健
対
策
事
業
（
各
種
検
診
事

業
） 

３
７
７
６
万
円

○
高
齢
者
福
祉
事
業
・
在
宅
福
祉

事
業 

２
３
５
７
万
円

○
長
寿
祝
賀
事
業

 

８
６
８
万
円

○
障
害
者
福
祉
事
業

 

３
６
６
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
対
策

事
業 

１
億
４
３
１
９
万
円

○
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付
事
業

 

１
７
８
７
万
円

○
障
害
者
自
立
支
援
事
業

 

10
億
１
６
０
６
万
円

○
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

 

５
６
６
０
万
円

○
民
間
活
力
導
入
推
進
事
業

 

３
億
８
５
８
万
円

○
火
葬
場
施
設
整
備
事
業

 

２
３
９
９
万
円

○
山
川
庁
舎
活
用
事
業

 

１
億
４
１
４
４
万
円

○
地
方
債
繰
上
償
還
事
業

 

１
億
８
５
９
４
万
円

　

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221

特別会計

企業会計

（単位：千円）
会　　　計　　　名 平成26年度予算額

国民健康保険特別会計 5,546,431
後期高齢者医療特別会計 637,955
介護保険特別会計 4,895,616
公共下水道事業特別会計 931,941
特定環境保全公共下水道事業特別会計 419,958
農業集落排水事業特別会計 262,580
簡易水道事業特別会計 51,181
川島財産区特別会計 445

（単位：千円）
会　　　計　　　名 平成26年度予算額

水道事業会計
収益的収入および支出

収　入 657,262
支　出 525,184

資本的収入および支出
収　入 370,000
支　出 698,961
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すべての手続き一度で簡単

便利で安心な口座振替を！！
すべての手続き一度で簡単

便利で安心な口座振替を！！

実施期間実施期間実施期間実施期間 平成26年７月31日㈭まで平成26年７月31日㈭まで

●阿波銀行　 　　  ●麻植郡農業協同組合　 ●徳島銀行　　　　●四国銀行  
●四国労働金庫　　●徳島信用金庫   　　　 ●ゆうちょ銀行

振替を希望する預貯金通帳と届出印を持参し、吉野川市内にある口座振替取扱金融機関でお申し込みください。
※引き落としができるには、手続きをしてから1～2カ月かかります。引き落としが間に合わなかった場合は、納付書でお支払いください。

●市県民税　　　　●固定資産税　　　●国民健康保険税　　　●軽自動車税
●介護保険料　　　●後期高齢者医療保険料　　　●市営住宅使用料
●住宅新築資金償還金　　　●保育所保育料　　　●水道料金・下水道使用料

～口座振替できる市税など～

お申し込みいただいた方に
金融機関より
(※吉野川市内の口座振替取扱金融機関に限ります)

粗品を進呈!!

～口座振替取扱金融機関～(指定金融機関、指定代理金融機関、収納代理金融機関)

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
、
吉
野
川

市
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
徳
島

支
社
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師

官
兵
衛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
７
日
㈯　

午
後
２
時

か
ら
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

講
師　

童
門
冬
二
さ
ん
（
作
家
）

入
場
料　

無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
方
法
（
往
復
は
が
き
で
）

【
往
信
用
表
面
（
あ
て
先
）】

〒
７
７
０-

８
５
４
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局

 

「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」
係

【
往
信
用
裏
面
】

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
名
前

④
電
話
番
号

【
返
信
用
表
面
】

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
名
前

※
返
信
用
裏
面
に
は
、
抽
選
結
果

を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま

ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人

入
場
可
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
郵
便
料
金
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

締
め
切
り 

５
月
19
日
㈪
必
着

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館 

☎
24-

５
１
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
５
９
９
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nhk.or.jp/

tokushim
a/

「
イ
ベ
ン
ト
」

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情

報
は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
受
信
料
の
お
願
い

や
番
組
・
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●問い合わせ　市会計課　☎22-2214

吉野川市
　 市制10周年記念
NHK公開セミナー

大河ドラマ
「軍師官兵衛」

10



　

神
島
会
館
で
は
、
毎
年
11
月
に

神
島
会
館
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
開
催
が
31
回
目
と
な
っ

た
文
化
祭
は
、
人
権
問
題
解
決
に
向

け
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
周
辺

地
域
と
の
交
流
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
前
か
ら
神
島
地
区

を
対
象
に
敬
老
祭
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
敬
老
祭
は
、
地
域
の
高
齢

者
の
長
寿
を
祝
い
、
世
代
間
の
交
流

を
深
め
、
連
帯
感
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
昨

年
の
催
し
は
三
味
線
の
演
奏
で
、
懐

か
し
い
民
謡
を
聴
い
た
り
、
参
加
さ

れ
た
方
も
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と

お
し
て
、
人
々
の
触
れ
合
い
の
場
に

な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課 

☎
22-

２
２
２
９

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
周
辺
地
域
と
の
交
流
」

神
島
会
館

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
～市内一斉「ポイ捨てごみ」清掃活動にご参加ください！～

５月４日（日）～５月18日（日）
５月11日（日）  午前８時～10時

実 施 期 間

統一実施日
※小雨決行しますが、荒天などで中止する場合は広報車でお知らせします。

■申込期間	 ４月９日（水）～４月30日（水）
■申込方法	 ○次の書類をご提出ください。
	 　・下記の「環境美化実施計画書」
	 　・清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地図」
	 ○申し込み先は次のとおりです。
	 　環境企画課（本館２階）、各支所（川島、山川、美郷）
	 ○申し込みの際に「ボランティアごみ袋」をお渡しします。
■実施方法	 ○集めたごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。
	 ○公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象ですので、家庭からのごみ、草、木、
	 　側溝や水路の土砂などは収集できません。
■収集方法	 ○統一実施日の５月11日（日）については、当日収集しますので、午前10時まで
	 　に届け出場所にボランティア袋を出してください。
	 ○統一実施日以外に実施した際、出されたごみ袋は平日の収集となります。
■その他	 ○処分場へのごみの持ち込みはできませんので、ご注意ください。

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書

実施団体/名称

連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 袋

電 話 予 定 人 数 人

実 施 日 時 　　月　　日(　)　		時～　	時 ごみを出す場所

＊清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

平成26年　　月　　日

11



　市では、市制10周年を迎える平成26年度の１年間限定で、国庫補助を活用し下水道
への早期接続を促進するため、現行の早期接続者に対する奨励金に加え、供用開始後３
年以上経過している方の下水道への接続についても奨励金を支給します。
　一定の要件を満たす方で、くみ取り便所を水洗便所に改造し、または、し尿浄化槽を
廃止して下水道に接続される方が対象となります（市税などの滞納がある方や新築され
る方、また、会社などの法人は対象となりません）。
【現行の奨励金制度】
○下水道供用開始の日から１年以内に下水道への接続工事完了の場合　５万円支給
○下水道供用開始の日から２年以内に下水道への接続工事完了の場合　２万５千円支給
【平成26年度の１年間限定として】
　◎下水道供用開始の日から２年を超えた方が、平成26年４月１日以降に排水設備新
設確認申請書などの関係書類を提出し、平成27年３月31日までに接続工事完了の場
合・・・２万円支給
○排水設備工事は必ず指定工事店で！
　宅内の排水設備を下水道へ接続するための排水設備工事は「吉野川市下
水道排水設備指定工事店」でなければ行うことができません。関係法令の
知識や、設計・施工に関する技術力、請負契約の誠実な履行など、一定の
要件を満たしている工事店を吉野川市の指定工事店としています。排水設備工事を行う
ときは、必ず指定工事店に依頼してください。
※指定工事店については市ホームページでご確認いただくか市下水道課までお問い合わ
　せください。

『期間限定』で水洗便所等改造奨励金の
支給範囲を拡大します‼

●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

　公共工事として道路などに下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」
の設置が完了後、下水道の供用開始が公示されます。ここからは民間工
事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場などからの排水を「公
共ます」につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞なく接続をお願い
します。

～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～

下水道への接続にご協力ください!

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

12



●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

　平成26年４月から、下水道事業の健全な普及促進や市民への環境啓発、下水道
への接続に対する助言を行うことを目的に、下水道供用開始区域内の未接続世帯を
対象に戸別訪問を実施します。
　平成26年度は、特定環境保全公共下水道地区（川島地区・川田地区）から行
い、普及推進員（２人１組・市の身分証明書を携帯）が下水道事業に関するご意見
などをお聞きします。訪問は夜間になる場合がありますが、ご協力をよろしくお願
いします。
　ご家庭や地域での快適な住環境の整備、水質保全や公衆衛生の向上のため、引き
続き下水道事業にご理解いただき、早期接続にご協力をお願いします。

下水道未接続世帯戸別訪問事業を実施します

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
し
さ

れ
る
の
で
、
現
金
で
納
付
す
る
手

間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
は
、
現
金
納

付
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
い
た
め

大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
記
入
・

押
印
の
う
え
、
市
国
保
年
金
課
ま

た
は
、
徳
島
北
年
金
事
務
所
も
し

く
は
、
金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

６
カ
月
前
納
の
下
期
６
カ
月
分

（
10
月
分
～
翌
年
３
月
分
）
の
締

め
切
り
日
は
８
月
末
で
す
。

※
平
成
26
年
度
の
、
口
座
振
替
に

よ
る
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、
上

期
６
カ
月
前
納
の
申
し
込
み
は
２

月
末
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

※
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

方
で
、
す
で
に
口
座
振
替
の
前
納

の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
等
に
加
入

さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
辞
退
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

 

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保

険
労
務
士
会
ま
た
は
、
市
国
保
年

金
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
4
月
24
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

3
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
5
月
22
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

3
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
、
認
印
、
本
人
確
認
で
き
る
も

の
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

 

☎
22-

２
２
１
３

　

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
２
５
０
円
と

な
り
、
前
年
度
か
ら
２
１
０
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
る
一
年
分
の
「
納
付
書
」、
口
座

振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

で
納
付
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
は
１
万
５
２
５
０
円
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
お
得
で
す
！

平成26年度
１カ月分 ６カ月分 １年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
毎月納付

（納付書での現金
納付および翌月末
振替の口座振替）

15,250円 ― 91,500円 ― 183,000円 ―

毎月納付【早割】
（当月末振替の
口座振替）

15,200円 50円 91,200円 300円 182,400円 600円

６カ月前納
（現金納付） ― ― 90,760円 740円 181,520円 1,480円

６カ月前納
（口座振替） ― ― 90,460円 1,040円 180,920円 2,080円

１年前納
（現金納付） ― ― ― ― 179,750円 3,250円

１年前納
（口座振替） ― ― ― ― 179,160円 3,840円

２年前納
（口座振替） ― ― ― ― 355,280円 14,800円
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すだち酢

農薬を使わず栽培したす
だちを一つずつ手搾り
し、澱が溜まらないよう
手搾り後に砂ごしをして
いる。保存料不使用。

西農園

不知火（デコポン）

県の生産品質管理体制の
検査に合格し、県下で初
めてとくしまあんあん農
産物に認証された安全・
安心な不知火。

円生でこぽん園

梅干し（大梅）

吉野川市産の梅を使用。
しその風味と梅の酸味を
いかし、昔ながらの味と
製法にこだわった一品。

天野農園

ゆずジャム

吉野川市の自宅農場で栽
培・収穫した柚子を使用。
有機肥料を使用し、除草
剤、農薬は一切不使用。

あぐり工房美郷

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を

「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!

今回掲載の事業者

事　		業　		者 住　　所 連絡先

あ ぐ り 工 房 美 郷 美郷字古土地197 ☎43-2644

天 野 農 園 美郷字宗田419 ☎43-2156

西 農 園 美郷字宗田370 ☎43-2225

円 生 で こ ぽ ん 園 鴨島町敷地364-9 ☎090-7142-1644

●問い合わせ	 市商工観光課
	 ☎22-2226

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
顔
と
し
て

も
っ
と
も
印
象
に
残
る
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
掲
載
写
真
を
、
吉
野
川
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
広
く
皆
さ
ん
か
ら
募
集

し
ま
す
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
特

選
、
準
特
選
、
入
選
を
決
定
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
広
報
紙
な
ど

あ
ら
ゆ
る
市
の
広
報
媒
体
で
紹
介

し
、
10
周
年
記
念
事
業
の
写
真
パ

ネ
ル
展
に
お
い
て
も
展
示
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
入
賞　

特
選
１
作
品
・
準
特
選

　

５
作
品
・
入
選
10
作
品

▽
テ
ー
マ

吉
野
川
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
、
文
化
、
名
所
、
名

物
等
（
菊
人
形
、
川
島
城
、
高
越

山
、
ほ
た
る
な
ど
）
を
テ
ー
マ
と

し
ま
す
。

▽
応
募
方
法

応
募
者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
作
品

タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
、
被
写
体

名
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
の
ね
ら

い
（
30
文
字
程
度
）
、
ト
リ
ミ
ン

グ
等
お
任
せ
の
有
無
、
コ
ン
テ

ス
ト
を
知
っ
た
き
っ
か
け
を
記
載

し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル

送
信
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
等
に
格
納
し
、

郵
送
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

６
月
30
日
㈪
必
着

▽
応
募
規
程　

応
募
作
品
は
応
募

者
本
人
が
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
の
単

体
写
真
で
未
発
表
の
も
の
と
し
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
ト
リ
ミ
ン
グ

（
切
り
抜
き
）
後
写
真
と
ト
リ
ミ

ン
グ
前
の
写
真
を
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
ト
リ
ミ
ン
グ
後
写
真
は
横

８
５
０
ピ
ク
セ
ル
×
縦
２
４
０
ピ

ク
セ
ル
、
サ
イ
ズ
１
５
０
Ｋ
Ｂ
程

度
、
解
像
度
72
ｄ
ｐ
ｉ
程
度
と
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課　

広
報
広
聴
係

 

☎
22-

２
２
２
１

吉
野
川
市
10
周
年
記
念
事
業

吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

子どもから写真愛好家まで、
たくさんの応募を待っています。
ご家庭のデジカメで撮った写真を
どんどん応募してください。
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２
月
３
日
、
第
２
次
吉
野
川
市

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
計
画

期
間
：
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年

度
）
の
答
申
書
が
、
吉
野
川
市
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
坪
井

会
長
か
ら
川
真
田
市
長
へ
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は

20
歳
以
上
の
市
民
に
対
し
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
取
り
組
み
の

実
態
や
問
題
点
、
意
見
な
ど
を
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
学
識
経
験

者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
各
種
団
体
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
推
進
委
員
会

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
確
立
」
を
基
本
理
念
と

梅の花見ウオーク

すべての人が対等な社会に

村崎太郎さんが差別根絶への思いを語りました

　

２
月
８
日
、ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
吉
野
川
市
人
権
教
育
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
、約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
全
体
会
に
引
き
続

き
、西
麻
植
お
よ
び
知
恵
島
地
区

人
権
教
育
推
進
協
議
会
か
ら
の
実

践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、村
崎
太
郎
＆
次
郎
氏

に
よ
る
猿
回
し
実
演
の
あ
と
、「
橋

は
か
か
る
～
差
別
の
な
い
世
の
中

を
目
指
し
て
」と
題
し
た
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
、日
本

に
途
絶
え
た
猿
回
し
芸
を
復
活

さ
せ
た
こ
と
、自
分
が
被
差
別
部

落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、親
戚
縁
者
か
ら

非
難
さ
れ
娘
の
結
婚
式
に
出
席
で

き
な
か
っ
た
こ
と
、テ
レ
ビ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
栗
原
美
和
子
さ
ん

と
結
婚
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
話
さ
れ
、「
被
差
別
部
落
で
あ
る

こ
と
で
、差
別
さ
れ
る
い
わ
れ
は

何
一
つ
な
い
。」と
力
強
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

る
ま
で
は
毎
日
ご
自
身
で
家
の
お

掃
除
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
趣
味

は
野
球
観
戦
で
、
巨
人
の
選
手
な

ら
背
番
号
で
選
手
名
が
分
か
る
ほ

ど
の
熱
烈
な
巨
人
フ
ァ
ン
だ
そ
う

で
す
。
食
事
は
３
食
し
っ
か
り
と

食
べ
て
、
お
や
つ
が
一
番
の
楽
し

み
だ
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

森
内
さ
ん
は
、
以
前
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
さ
れ
て
お
り
、
県
外

の
大
会
へ
参
加
す
る
な
ど
、
と

て
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
足
腰
に
は
自

信
が
あ
り
、
現
在
で
も
ご
自
身
の

力
で
階
段
の
上
り
下
り
を
し
て
い

ま
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
ス
テ
ー

キ
で
、
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
体
を

し
っ
か
り
動
か
す
こ
と
」
だ
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
祝
い
に
は
多
く
の
親
族
が
駆

し
、
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
に
縛

ら
れ
ず
、
一
個
人
と
し
て
の
幸
せ

を
追
求
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
教
育
の
推
進
な
ど
８
つ
の

主
要
課
題
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
を
妨
げ

る
暴
力
の
根
絶
を
め
ざ
し
、
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
防
止
法
に
基
づ
く
基
本
計
画

と
し
て
も
位
置
づ
け
ま
す
。

　

２
月
10
日
に
山
川
町
天
神
の
沼

田
ア
サ
子
さ
ん
、
２
月
16
日
に
山

川
町
川
東
の
森
内
シ
ナ
コ
さ
ん
が

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
吉

野
川
市
と
徳
島
県
か
ら
祝
い
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
さ
ん
は
と
て
も
き
れ
い
好

き
で
、
94
歳
で
施
設
に
入
所
さ
れ

け
付
け
、
み
な
さ
ん
に
元
気
な
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
27
人
（
女
性
23
人
男
性
4

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
開
催
中

の
３
月
２
日
、
美
郷
ふ
れ
あ
い
公

園
を
発
着
点
に
し
た
「
梅
の
花

見
ウ
オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
約

５
０
０
人
が
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
２
㎞
か
ら
10
㎞
の
６

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
、
途

中
の
休
憩
所
で
は
接
待
な
ど
も
あ

り
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き

ま
し
た
。
ウ
オ
ー
ク
終
了
後
に
は
、

参
加
賞
と
し
て
美
郷
の
特
産
品
が

渡
さ
れ
、
美
郷
の
春
を
満
喫
し
ま

し
た
。

美
郷
で
花
見
ウ
オ
ー
ク

第
２
次
吉
野
川
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
策
定

第
10
回
吉
野
川
市

人
権
教
育
研
究
大
会

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

沼田アサ子さん森内シナコさん

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)15



鴨島温泉　鴨の湯

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

【
給
付
額
】

年
間
１
５
０
万
円
（
最
長
５
年
間
）

【
給
付
対
象
者
】

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

①　

独
立･

自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、

原
則
45
歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経
営
者

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
強
い
意
欲
を

有
し
て
い
る
こ
と
。

②　

次
に
揚
げ
る
要
件
を
満
た
す
独

立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と
。

⑴　

農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を

給
付
対
象
者
が
有
し
て
い
る
こ
と
。
た

だ
し
、
親
族
か
ら
賃
借
し
た
農
地
が
主

で
あ
る
場
合
は
、
給
付
期
間
中
に
当
該

農
地
の
所
有
権
を
給
付
対
象
者
に
移
転

す
る
こ
と
を
確
約
す
る
こ
と
。

⑵　

主
要
な
農
業
機
械･

施
設
を
給
付

対
象
者
が
所
有
し
、
ま
た
は
借
り
て
い

る
こ
と
。

⑶　

生
産
物
や
生
産
資
材
な
ど
を
給
付

対
象
者
の
名
義
で
出
荷･

取
引
す
る
こ

と
。

⑷　

給
付
対
象
者
の
農
産
物
な
ど
の
売

上
げ
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営
収
支

を
給
付
対
象
者
の
名
義
の
通
帳
お
よ
び

帳
簿
で
管
理
す
る
こ
と
。

⑸　

給
付
対
象
者
が
農
業
経
営
に
関
す

る
主
宰
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③　

経
営
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
継
承

す
る
場
合
は
、
継
承
す
る
農
業
経
営
に

従
事
し
て
か
ら
５
年
以
内
に
継
承
し
て

農
業
経
営
を
開
始
し
、
か
つ
、
給
付
期

間
中
に
、
新
規
作
目
の
導
入
、
経
営
の

多
角
化
等
経
営
発
展
に
向
け
た
取
組
を

行
い
、
新
規
参
入
者
と
同
等
の
経
営
リ

ス
ク
を
負
っ
て
経
営
を
開
始
す
る
経
営

開
始
計
画
で
あ
る
と
市
長
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
。
な
お
、
一
戸
一
法
人
以
外
の

農
業
法
人
を
継
承
す
る
場
合
は
給
付
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

④　

経
営
開
始
計
画
が
次
に
揚
げ
る
基

お
知
ら
せ

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

⑴　

農
業
経
営
を
開
始
し
て
５
年
後
ま

で
に
農
業
（
農
業
生
産
の
ほ
か
、
農
産

物
加
工
、
直
接
販
売
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
、
農
家
民
宿
等
関
連
事
業
を
含
む
）

で
生
計
が
成
り
立
つ
計
画
で
あ
る
こ

と
。

⑵　

計
画
の
達
成
が
実
現
可
能
で
あ
る

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

⑤　

人･

農
地
プ
ラ
ン
に
中
心
と
な
る

経
営
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
あ
る

い
は
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
て
い
る
こ
と
。

⑥　

原
則
と
し
て
生
活
費
の
確
保
を
目

的
と
し
た
国
の
他
の
事
業
に
よ
る
給
付

等
を
受
け
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
農
の
雇

用
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
農
業
法
人
な
ど
で
な
い
こ
と
。

⑦　

原
則
と
し
て
一
農
ネ
ッ
ト
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
。

⑧　

平
成
20
年
４
月
以
降
に
農
業
経
営

を
開
始
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

※
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
て
も
、

審
査
の
結
果
に
よ
り
給
付
金
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課 
☎
22-

２
２
２
８

　

市
営
温
泉
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
鴨
島
温
泉
鴨
の

湯
は
、
４
月
か
ら
株
式
会
社
鴨
島
温
泉

が
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
販
売
し
ま
し
た
鴨
島
温

泉
鴨
の
湯
の
回
数
券
（
使
用
期
限
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
鴨
島
温
泉
鴨

の
湯
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回
数
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
期
限
内
の

ご
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課 

☎
22-

２
２
２
６

４
月
か
ら
鴨
島
温
泉
鴨
の
湯
は

株
式
会
社
鴨
島
温
泉
が
運
営
し
ま
す

農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
時
期

に
給
付
金
を
給
付
し
ま
す

― 

青
年
就
農
給
付
金「経

営
開
始
型
」
―
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昨年の式典の様子

就
学
援
助
費
支
給
制
度

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
に
義
務

教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
に
、
学
校
教
育
に
必
要
な
費
用
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護

者
が
、
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保

護
者
（
生
活
保
護
者
）
に
準
ず
る
程
度

に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通
学
す

る
学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
就
学
援
助
認
定

委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課

 

☎
22-

２
２
７
３

　

９
月
下
旬
に
金
婚
（
50
周
年
）・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式
典

を
実
施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
次
の

基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚
（
50
周
年
）
該
当
者

　

昭
和
39
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
該
当

者
　

昭
和
29
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者

で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
は
、

申
込
書
と
一
緒
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
既
に

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
も
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
締
切
】
７
月
31
日
㈭

※
締
切
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た
方
、

９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
に
該
当
と
な
る
方
は
、
平
成
27
年

度
以
降
の
記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま

す
。

【
申
込
方
法
】
申
込
書
は
福
祉
総
務
課

（
本
館
２
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

高
齢
福
祉
係

 

☎
22-

２
２
６
１

　

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申

請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

①
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
等

（
本
人
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
免
許
証
・
車
検

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

○
車
両
が
変
更
に
な
る
と
、
再
申
請
が

必
要
で
す
。

（
家
族
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
通
院
証

明
な
ど

○
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

②
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
家

族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
18
歳
未

満
、
療
育
手
帳
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の　

家
族
運
転
の
場
合
と
同

様
で
す
。

※
①
、
②
い
ず
れ
の
場
合
も
、
障
が
い

区
分
・
級
別
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
で
１
台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
の
た
め
に

構
造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車

い
す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
な
ど

※
平
成
26
年
度
の
減
免
申
請
期
限
は
５

月
26
日
㈪
で
す
。
期
限
以
降
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

市
税
務
課　

課
税
係

 

☎
22-

２
２
１
５

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当

す
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
の
減
免
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市
役
所
と
、
川
島
、
山
川
、
美
郷
の

各
支
所
間
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
市
巡

回
バ
ス
が
、
４
月
30
日
㈬
を
も
っ
て
運

行
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
総
務
課　

財
産
企
画
管
理
係

 

☎
22-

２
２
３
１

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

と
は
、
子
育
て
中
の
家
族
が
安
心
し
て

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
よ
う

に
、
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
が
お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

「
依
頼
会
員
」
と
「
提
供
会
員
」

　
「
依
頼
会
員
」
と
は
、
０
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
預
か
っ

て
欲
し
い
人
で
す
。

　
「
提
供
会
員
」
と
は
、
心
身
と
も
に

健
康
で
子
育
て
支
援
に
熱
意
が
あ
り
、

自
宅
な
ど
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
方
で
す
。

活
動
内
容

①
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
お
よ
び
帰
宅

後
、
子
ど
も
を
預
か
る
。

②
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校
行

事
の
際
、
子
ど
も
を
預
か
る
。

③
買
い
物
な
ど
外
出
の
際
、
子
ど
も
を

預
か
る
。

な
ど
の
、緊
急
的
・
一
時
的
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

活
動
時
間
と
利
用
料
金

　

依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接
支
払

い
ま
す
。

●
月
～
金　

午
前
７
時
～
午
後
９
時

１
時
間
７
０
０
円

●
右
記
以
外　

１
時
間
８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
25-

６
６
１
６

　

２
月
24
日
か
ら
２
月
28
日
、
お
よ

び
３
月
２
日
に
、
鴨
島
、
川
島
、
山

川
、
美
郷
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
計
７

回
、
再
編
計
画
素
案
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
１
９
３
人
の
保
護
者
や
地
域

住
民
が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、

ご
意
見
の
一
部
と
市
教
育
委
員
会
の

考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は

次
号
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
学
校
が
再
編
さ
れ
る
時
期
は
、
い

つ
頃
な
の
か
。

　

具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
理

解
が
得
ら
れ
次
第
、
順
次
着
手
し

ま
す
。
１
カ
所
当
た
り
３
～
４
年

か
か
る
と
考
え
ま
す
。

○
通
学
距
離
が
小
学
校
は
２
㎞
を
、

中
学
校
は
５
㎞
を
超
え
る
場
合
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、具
体
的
に
知
り
た
い
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
、
地
域
住
民
、
学
校
関
係
者

に
参
画
い
た
だ
く
準
備
会
を
組
織

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
と
も

に
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

○
部
活
動
へ
の
影
響
が
心
配
だ
。

　

先
進
地
事
例
を
参
考
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
便
数
な
ど
を
検
討
し
、
部

活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

○
複
式
学
級
の
授
業
内
容
は
。

　

２
学
年
を
１
学
級
に
編
成
す
る
た

め
、
担
任
の
先
生
か
ら
直
接
指
導

し
て
も
ら
え
な
い
時
間
帯
が
出
て

き
ま
す
。

○
学
校
が
な
く
な
る
と
、
地
域
が
寂

れ
る
。

○
再
編
に
は
反
対
で
あ
る
。

○
再
編
を
早
く
し
て
ほ
し
い
。

　

第
１
期
計
画
（
広
報
よ
し
の
が
わ

２
月
号
参
照
）
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
地
域
に
対
し
ま
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
て
、
ま

ず
は
保
護
者
に
対
し
て
さ
ら
に
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
教
育
総
務
課 

☎
22-

２
２
７
２

地震の心得10カ条
第１条　まず我が身の安全を図る

募

　集

市
巡
回
バ
ス
運
行
廃
止

の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
！

学
校
再
編
計
画
（
素
案
）

説
明
会
を
開
催

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

４
月
27
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３

18



　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
15
日
㈭

 

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

 

２
階
１
２
２
会
議
室

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

と
き　

平
成
26
年
４
月
27
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
５
時
（
午
後
４

時
受
付
終
了
）

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

主
催　

徳
島
肝
炎
の
会
、
全
国
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
大
阪
弁
護
団

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
し
込
み

は
不
要
）

内
容

第
１
部　

講
演
「
Ｂ
型
肝
炎
患
者

の
日
常
生
活
に
お
け
る
注
意
点
と

最
新
の
治
療
法
～
Ｂ
型
肝
炎
と
診

断
さ
れ
た
ら
～
」
／
玉
木　

克
佳

さ
ん
（
大
久
保
病
院
副
院
長
・
徳

島
県
肝
炎
対
策
協
議
会
委
員
）

 

［
午
後
１
時
30
分
～
３
時
］

第
２
部　

徳
島
県
に
お
け
る
医
療

費
助
成
制
度
や
ウ
イ
ル
ス
検
診
に

つ
い
て
／
徳
島
県
保
健
福
祉
部
健

康
増
進
課 
感
染
症
・
疾
病
対
策

室

 

［
午
後
３
時
～
３
時
15
分
］

第
３
部　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
救
済
の
た
め
の
特
別
措
置
法

説
明
会
・
個
別
相
談
会
／
全
国
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
大
阪
弁
護
団

［
午
後
３
時
15
分
～
５
時
（
午
後

４
時
受
付
終
了
）］

問
い
合
わ
せ

［
説
明
会
］

弁
護
士　

真
鍋
直
樹
（
全
国
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
大
阪
弁
護
団
）

☎
０
６
（
６
１
１
０
）
９
７
８
９

［
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
相
談
］

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
大
阪
弁
護
団

☎
０
６
（
６
６
４
７
）
０
３
０
０

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://bkan-osaka.jp/

　

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」

は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
原
則
と
し

て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
が
一
般
家
庭
の
庭
や
畑
、

野
原
に
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

自
生
し
て
い
る
「
け
し
」
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
省
や
都
道
府

県
が
毎
年
そ
の
発
見
や
除
去
を
実

施
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
根
絶

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
、

発
見
し
た
場
合
は
、
吉
野
川
保
健

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
に
は

　

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物

乱
用
は
、
単
に
乱
用
者
自
身
の
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、家
庭
の
崩
壊
、

殺
人
、
放
火
な
ど
の
重
大
な
事
件

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
社

会
全
体
の
問
題
へ
と
拡
大
す
る
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。

イ
ズ
（
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
）、
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
・
佐
藤
カ
ラ
オ
ケ
ク

ラ
ブ
（
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
の
演
奏

に
よ
る
）、ク
レ
イ
ジ
ー
タ
カ
（
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
）

と
き　

４
月
27
日
㈰
午
後
１
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会 

☎
24-

３
７
２
５（
鎌
田
）

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
（
作
業
道
具
有
り
）
。

※
刈
払
機
を
使
え
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」
（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

５
月
１
日
㈭

 

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

 

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

５
月
１
日
㈭

 

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　

	

☎
24-

２
０
９
５

　

自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
、
誘

わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

 

☎
36-

９
０
１
６

と
き　

４
月
19
日
㈯
午
後
２
時

対
戦
相
手　

清
水
エ
ス
パ
ル
ス

と
き　

４
月
26
日
㈯
午
後
２
時

対
戦
相
手　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟と
き　

５
月
３
日
㈯
㈷
午
後
２
時

対
戦
相
手　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台

と
き　

５
月
10
日
㈯
午
後
２
時

対
戦
相
手　

Ｆ
Ｃ
東
京

会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

	

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

若
緑
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

シ
ル
バ
ー
ド
ッ
グ
ス

（
男
性
コ
ー
ラ
ス
）、
オ
ー
ル
ウ
ェ

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
を
見
か
け
た
ら

医
療
講
演
会
と
弁
護
士
に
よ

る
Ｂ
型
肝
炎
救
済
法
説
明
会・

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
６
５
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
案
内

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

けしの花

地震の心得10カ条
第２条　すばやく火の始末。あわてず、さわがず、冷静に19



対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導
。

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

５
月
14
日
㈬

 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

６
月
２
日
㈪

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

今
年
も
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
安
全
を
願
っ
て
「
春
の
交
通

安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
積
極
的
に
こ
の

運
動
に
参
加
し
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

と
き　

４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫
ま

で
の
10
日
間

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
「
発
進
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
笑
顔
見
て
」

○
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は「
良

い
老
後
、
元
気
生
き
が
い
交
通
安

全
」

○
子
ど
も
は
「
日
本
を
自
慢
し
よ

う
よ
事
故
ゼ
ロ
で
」

○
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　

市
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す

る
な
ど
交
通
事
故
に
注
意
し
て
行

動
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
は
、
入
学
や
転
勤
な
ど
で

住
所
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
動
車
運
転
免
許
証
の
記
載

事
項
が
変
わ
る
と
き
は
、
変
更
先

の
警
察
署
や
免
許
課
で
住
所
変
更

を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
受
付
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
持
参
物

○
自
動
車
運
転
免
許
証

○
住
民
票
の
写
し（
コ
ピ
ー
不
可
）

公
的
機
関
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず

る
機
関
か
ら
郵
便
物
な
ど
で
住
所

が
確
認
で
き
る
書
類

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

 

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番 

☎
24-

２
３
３
１

○
祝
吉
野
川
市
市
制
10
周
年
日
本

一
幸
せ
な
吉
野
川
市
を
め
ざ
し
て

映
画
会

「
日
本
一
幸
せ
な
従
業
員
を
つ
く

る
！
」

と
き　

４
月
26
日
㈯
午
後
６
時

と
こ
ろ　

江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料（
整
理
券
が
必
要
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
公
民
館
で
発

売
中
！

○
中
村
文
昭
氏
講
演
会

 

in
吉
野
川　

第
７
弾

「
中
村
文
昭
再
び
参
上
」

と
き　

５
月
31
日
㈯

　
　
　
　

開
場　

午
後
６
時

　
　
　
　

開
演　

午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　

江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人
２
０
０
０
円
、
学

生
１
０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

増
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
公
民
館
で
発

売
中
！

　

吉
野
川
高
等
学
校
す
ぐ
北
側
の

江
川
で
、
水
仙
６
０
０
株
が
満
開

中
で
す
。

※
４
月
か
ら
新
年
度
各
講
座
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
好
評
受
付
中
。

○
元
気
づ
く
り
体
操
～
肩
こ
り
体

操
～

と
き　

４
月
17
日
㈭

 

午
後
２
時
～
３
時
15
分

○
子
ど
も
え
い
が
会
「
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
と
オ
ズ
の
魔
法
の
国
」

と
き　

４
月
26
日
㈯

 

午
前
10
時
30
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

～
振
り
込
め
詐
欺
の

 

状
況
と
手
口
と
対
策
～

と
き　

４
月
28
日
㈪

 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
楽
し
い
介
護

～
介
護
保
険
の
利
用
の
仕
方
～

と
き　

５
月
７
日
㈬

 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
や
さ
し
い
経
済

～
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
は

 

資
産
運
用
（
株
・
国
債
）～

と
き　

５
月
９
日
㈮

 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
食
と
農
の
知
っ
得

～
よ
く
わ
か
る
食
品
の
表
示
～

と
き　

５
月
15
日
㈭

 

午
前
10
時
～
11
時

○
元
気
づ
く
り
体
操

～
楽
し
い
脳
体
操
～

と
き　

５
月
15
日
㈭

 

午
後
２
時
～
３
時
15
分

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ
「
く
ら
し
と
お

金
」

～
人
生
90
年
時
代
の

 

生
涯
設
計
と
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
～

と
き　

５
月
17
日
㈯

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館 

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

巡
回
職
業
相
談

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

★
イ
ベ
ン
ト
案
内

★
講
座
案
内

江川わくわくホール

地震の心得10カ条
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月の行事予定5
吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

◇徳島中央広域連合東消防署見学ツアー
時間：午前10時〜 11時30分　持参物：カメラ
＊申し込みが必要です。７日（水）から受け付けを開始します。
＊こども園１Fロビーに、９時40分に集合。バスに乗って行きます。

日 月 火 水 木 金 土
1 2　●予約制 3

4 5 6 7 8　○予約制 9　▲予約制 10

11 12 13 14 15　◇予約制 16 17

18 19 20　■予約制 21　※予約制 22　★予約制 23 24

25 26 27 28 29 30 31

※お誕生会　対象：５月生まれのおともだち
＊申し込みが必要です。５月生まれのお子さんは、前日までに
　申し込んでください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。
＊お誕生会終了後、下塚潤一さんがお誕生児の写真を撮ってくれる！

リトリト☆リトミック♪  今月のうた 「こいのぼり」

23日　簡単！美肌！コリほぐしマッサージ
子育て中の保護者の方‼ちょっぴりリラックスしてみませんか？
楽しみながらマッサージ。日ごろの疲れも吹き飛びます☆

■Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳〜未就学児
＊申し込みが必要です。７日（水）から受け付けを開始します。

先着15組
一組につき2名

先着10組

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

▲母の日のプレゼント作り
参加費：100円（当日集金します）
＊申し込みが必要です。４月28日（月）から受け付けを開始します。

先着15組

○チャイルドヨガ＆マッサージ
対象：１歳〜３歳
持参物：バスタオル２枚・お茶等（水分補給）
＊申し込みが必要です。４月28日（月）から受け付けを開始します。

先着７組

●こいのぼり作り
参加費：100円（当日集金します）
＊申し込みが必要です。４月23日（水）から受け付けを開始します。

先着15組

★赤ちゃんヨガ＆マッサージ
対象：０カ月〜６カ月（10：00 〜）　７カ月〜歩くまで（11：00 〜）
持参物：バスタオル１枚・フェイスタオル２枚・お茶やミルク
　　　　（水分補給）・オムツをはずすため防水シート
＊保護者の方は動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。14日（水）から受け付けを開始します。

29日　絵本で子育て～親子の絆編～
絵本って素敵！絵本で子育てって楽しい！
親子の絆がぐっと深まる講演会にぜひご参加ください♪

絵本の読み聞かせ
（10：30〜11：00）
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし

Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00〜16：30)
講師:筑木純子さん

お誕生会
（10：30〜11：00）
講師：お話グループ
　　　　　　みるく

こどもの日

ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！

（10：30〜11：00）
講師：後藤田幸子さん

振替休日

ほっこり♥
カフェタイム

（14:00〜15:00）

自由遊び

自由遊び自由遊び

チャイルドヨガ＆
マッサージ

（10：30〜11：00）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

徳島中央広域連合
東消防署
　　  見学ツアー
身体測定

母の日の
プレゼント作り

（10:30〜11:00）

簡単！美肌！
コリほぐし
  　マッサージ

（10:30〜11:30）
講師:倉本洋子さん

子育て何でも相談
（10:30〜11:30）
家庭相談員が
お聞きします。
身体測定

こいのぼり作り
（10:30〜11:00）

みどり
の日

自由遊び

＊赤ちゃんヨガ受付開始

赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ

（10：00〜・11：00〜）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

自由遊び

＊消防署見学ツアー受付
　開始
＊英語受付開始

リトリト☆
　  リトミック♪

（10：30〜11：00）
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

ほっこり♥
カフェタイム

（14:00〜15:00）

絵本で子育て
～親子の絆編～

（10：30〜11：00）
講師:絵本学会

松本崇史先生
身体測定

先着７組ずつ

合わなくなった服や
使わなくなったおもちゃなどあれば

お持ちください♪
リサイクルさせていただきます。
※壊れてないものをお願いします。

地震の心得10カ条
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がん検診を受けましょう！
検診受診券をご活用ください！

●受診時期・場所
集団検診･･･吉野川市内の公民館などで検診バスにて検診を実施します。

検診日程は、広報よしのがわ３月号に掲載しています（５月31日～ 11月29日の13日間）。
７月以降の日程は、広報よしのがわ６月号に掲載します。
胃がん・乳がん検診は定員になりしだい、締め切らせていただくことがあります。

個別検診･･･医療機関で検診を実施します（医療機関名は広報よしのがわ５月号に掲載します）。
検診期間は、平成26年５月１日（木）～平成27年２月28日（土）までです。

●受診方法
集団検診･･･集団検診受診予定日の2週間前までに健康推進課にお申し込みください。

検診によっては、募集人員に限りがありますのでお早めにお申し込みください。
個別検診･･･医療機関に事前予約し、受診券と身分証明ができるもの（保険証など）を持って受診してください。

乳がん検診をうける方は、事前に健康推進課にお申し込みください。

５月下旬に、個人が年間に受けることができる受診券（一括型）を個別に
郵送します。年間の検診計画をたて、ご自身の健康管理にご活用ください。
検診受診券の再発行はできませんので、大切に保管してください。

●郵送対象者　20～74歳の女性、40～74歳の男性
※20～39歳男性はヤング健診のみ受診できます。希望される方は健康推進課（本館１階）にお申し込みください。
※75歳以上（昭和15年3月31日生まれ以前）の方で、検診を希望される方は健康推進課にお申し込みください。
※健康保険の種別に関係なく、対象年齢の方は健診（検診）を受けることができます。

●郵送される受診券の種類

※受けることができる検診の受診券には名前が印字されています。

１ 胃がん検診 ４ 乳がん検診 ７ 骨粗しょう症検診 10 歯周疾患検診
２ 大腸がん検診 ５ 子宮頸

けい
がん検診 ８ 肝炎ウイルス検査 11 健康診査

３ 肺がん検診 ６ 前立腺がん検診 ９ ヤング検診

今
月
の
健
康

お
し
っ
こ
と
塩
分
に
つ
い
て

お
し
っ
こ
の
正
体
は
何
な
の
？

　

心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ
る
血

液
の
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
、
成
人

で
は
１
日
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
が

腎
臓
で
ろ
過
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
99
パ
ー
セ
ン
ト
が
身
体
に

戻
さ
れ
（
再
吸
収
さ
れ
）、
残

り
の
１
パ
ー
セ
ン
ト
（
１
・
５

リ
ッ
ト
ル
）
が
尿
と
し
て
排
泄

さ
れ
ま
す
。

　

尿
に
は
、
水
、
新
陳
代
謝
で

生
じ
た
老
廃
物
（
尿
素
な
ど
）、

余
っ
た
塩
分
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

塩
分
を
と
り
す
ぎ
る
と
な
ぜ

む
く
む
の
？

　

腎
臓
に
は
、
１
日
に
約
９
グ

ラ
ム
の
食
塩
し
か
排
泄
す
る
能

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
塩
分
の
濃

い
血
液
の
ま
ま
で
は
、
細
胞
が

壊
れ
て
し
ま
う
た
め
、
濃
度
を

一
定
に
し
よ
う
と
し
て
水
を
吸

収
し
ま
す
。
結
局
、
大
量
の
水

分
を
含
ん
だ
血
液
は
、
こ
の
水

を
体
に
運
び
む
く
み
と
な
り
ま

す
。

５
月
号
は
、

｢

味
覚｣

に

つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。

とりすぎに注意

地震の心得10カ条
第５条　あわてて外に飛び出さない

平成26年３月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,875 （−36）

男 20,720 （−24）

女 23,159 （−12）

世帯数 17,928 （−  1）

※65歳以上人口
計 13,797人  男 5,790人  女 8,007人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 4 月10日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 4 月15日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室
 4 月22日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３（和室）
 5 月 8 日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 5 月20日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 4 月10日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室
 4 月17日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室
 5 月 8 日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室
 5 月12日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室
 5 月13日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 4 月18日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 5 月16日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

１
月 0件

累
計 0件

救急出動

１
月 166件

累
計 166件
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●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

●検診の種類

　検診無料クーポン券対象の方の検診受
診券には、市長公印が印刷されています。
　※平成21年度〜平成24年度の子宮頸が
ん、乳がん検診の無料クーポン券対象者
で、市が実施する検診を未受診だった方
は、今年度のみ無料クーポン券対象とな
ります。

●がん検診推進事業（検診無料クーポン券）対象者

●検診対象者

齢 生年月日 大腸がん 乳がん 子宮頸がん
20歳 平成5年4月2日～平成6年4月1日 ●
40歳 昭和48年4月2日～昭和49年4月1日 ● ●
45歳 昭和43年4月2日～昭和44年4月1日 ●
50歳 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日 ●
55歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日 ●
60歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日 ●

対象年齢 胃がん 大腸がん 乳がん 子宮頸がん 前立腺がん 肺がん 骨粗しょう症 肝炎ウイルス 歯周疾患
20歳以上 平成7年3月31日以前生まれ 〇
40歳以上 昭和50年3月31日以前生まれ 〇 〇 〇 〇 〇
50歳以上 昭和40年3月31日以前生まれ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
40歳　　 昭和49年4月1日～昭和50年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
45歳　　 昭和44年4月1日～昭和45年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
50歳　　 昭和39年4月1日～昭和40年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
55歳　　 昭和34年4月1日～昭和35年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
60歳　　 昭和29年4月1日～昭和30年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
65歳　　 昭和24年4月1日～昭和25年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
70歳　　 昭和19年4月1日～昭和20年3月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

健診（検診）の種類
対象者

※1.	個人
負担金 内　　　容平成26年度（平成26年4月1日～平成27年3

月31日）に該当年齢に達する方

集
団
検
診

（
公
民
館
等
で
実
施
）

胃がん検診 40歳以上の方 900円 バリウムによる胃部エックス線検査
大腸がん検診＊ 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）
乳がん検診＊
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性で平成25年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,300円 乳房エックス線検査（２方向）

骨粗しょう症検診
8月24日(日）のみ実施 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 腕のエックス線検査

個
別
検
診  （
医
療
機
関
で
実
施
）

大腸がん検診＊ 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）

子宮頸がん検診＊ 20歳以上の女性で平成25年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,300円 子宮頸部細胞診

乳がん検診＊
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性で平成25年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,500円 視触診および乳房エックス線検査

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査
肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60・65・70歳の方 無料 血液検査
歯周疾患検診 40・50・60・70歳の方 500円 問診・歯周組織検査

ヤング健診 20歳～39歳の方 1,000円

特定健康診査に準ずる項目
【基本的な健診項目】
問診・身体測定・理学的検査・血圧測定・尿検
査・血液検査（脂質検査・肝機能検査・腎機能
検査・糖尿病検査）
【詳細な項目】
貧血検査（医師の判断に基づき実施）・心電
図（前年の結果および医師の判断に基づき
実施）・眼底検査（前年の結果および医師の
判断に基づき実施）

健康診査 40歳以上の生活保護受給の方 無料

巡
回
検
診

肺がん検診 40歳以上の方 無料 胸部エックス線検査

喀
かく
痰
たん
検査

次の①または②に該当し、希望する方

500円

痰の検査
（※痰の検査のみはできません。胸部のエッ
クス線検査と痰の検査はセットになりま
す）

①50歳以上で喫煙指数（1日本数×喫煙年数）
が600以上の方
②最近6か月以内に血痰のあった方

※１．個人負担金：ヤング健診以外の健診（検診）については、70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の方は
　　　個人負担金が免除されます。
＊がん検診推進事業対象者(検診無料クーポン券)の方は、無料で受けられる検診があります（大腸・乳・子宮頸がん）。

地震の心得10カ条
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【後期高齢者医療制度】 保険料率改定のお知らせ
　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成26年度および平成27年度の保険料率（被
保険者均等割額・所得割率）が決定しました。
　後期高齢者医療制度では、被保険者一人一人に納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金
とともに大切な財源となります。

●保険料の計算方法・・・被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料
の上限額は年額57万円です（平成26年４月１日から保険料の上限が年額55万円から57万円に引き
上げられました）。

　保険料＝被保険者均等割額51,273円＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.02％｝
●保険料の軽減・・・所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、
次のとおり保険料が軽減されます。

　年金から差し引かれる方については、４月分から８月分までは仮徴収分として納めていただきます。
保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、８月に保険料額の調整を行い、10月分以降の年金から
本徴収として納めていただきます。
　また、４月分の年金から保険料が差し引かれていない方については、８月に保険料額と納付方法を
記載した通知をお送りする予定です。

51,273円（被保険者全員が等しく負担） 10.02％（被保険者が所得に応じて負担）

被保険者均等割額

保険料の納め方について

所得割額の軽減

被保険者均等割額の軽減

被用者保険の被扶養者

所得割率

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が
世帯単位で軽減されます。

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額などに応じて、
所得割額が軽減されます。

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外の健
康保険の被扶養者となっていた方が対象となります。

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得がない
（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 8.5割

33万円＋（24万５千円×被保険者数）以下 ５割

33万円＋（45万円×被保険者数）以下 ２割

基礎控除（33万円）後の
総所得金額など 所得割の軽減割合

58万円以下 ５割

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

●問い合わせ　市国保年金課　☎22-2213

地震の心得10カ条
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●問い合わせ　市国保年金課　保健事業係　☎22-2213

特定健康診査対象者

生年月日 昭和14年10月１日～
昭和15年３月31日生まれの方

昭和15年４月１日～
昭和50年３月31日生まれの方

健診方法
（１）集団健診
（２）医療機関健診
※２種類のみです

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特定健康診査
受診券の有効期限 平成26年９月30日（火） 平成26年12月26日（金）

※いずれかの健診方法で年１回受けることができます。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成26年度特定健康診査のお知らせ

（１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）、（２）につきましては、広報よしのがわ５月号に詳細を掲載します。
　また、３月の保険証送付時に同封しています「特定健康診査のお知らせ」（ピンク色）
でも確認してください。

（３）日帰りドック健診 … 事前に申し込みが必要です。先着順ではありません。

《申込期限》　平成26年５月16日（金）まで
《受付時間》　午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝日を除く）
★申込用紙に必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。
　・窓  口：市国保年金課（本館１階）
　・郵  送：〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市国保年金課保健事業係
　・ＦＡＸ：0883－22－2243（受信確認後、FAX または電話をさせていただきます。）
　・電子メール：kokuhonenkin@city.yoshinogawa.lg.jp
　※　申込用紙は、国保年金課に備え付けています。
　　　また、吉野川市ホームページからダウンロードもできます。

【注意事項】
・各健診日程において申込者多数の場合は、第三者立会いのもと抽選します。ご希望に添えない場
　合もありますので、ご了承ください。
・実施機関によって検査項目が異なりますので、希望される項目を確認のうえお申し込みください。
※保険証送付時に同封しています「お知らせ」（ピンク色）にてご確認ください。
・定員に満たない場合は、５月19日（月）から７月31日（木）まで受け付けを継続します。

実施機関
徳島県農村健康管理センター とくしま未来健康づくり機構 徳島検診クリニック
阿波市阿波町平川原北59-1 徳島市蔵本町１丁目10-3 徳島市南田宮４丁目8-56
TEL 0883-36-6611 TEL 088-633-2266 TEL 088-632-9111

健診日程

１ ７月３日（木） ５ 希望月 ７月 ８ 希望月 ７月
２ ７月22日（火） ６ 希望月 ８月 ９ 希望月 ８月
３ ８月６日（水） ７ 希望月 ９月 10 希望月 ９月

４ ９月17日（水） 上欄、５～10の希望月については、実施機関から日程調整の
電話連絡があります。

受診者
負担額 15,000円

募集人数 430人

地震の心得10カ条
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●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／17時〜23時  ☆休日／8時〜23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268４月・５月

夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室４月・５月の介護予防教室

４

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷

健

康

チ

ェ

ッ

ク

口腔（こうくう）ケア

14 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話
13:30～14:30 立石公会堂 川 島 口 腔 ケ ア

15 火 13:30～14:30 湯立会館 山 川 口 腔 ケ ア
16 水 9:30～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 介 護 予 防 体 操
17 木 9:30～10:30 こだま会館 川 島 栄 養 の お 話
18 金 13:30～14:30 飯尾会館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
21 月 9:30～10:30 山瀬地区公民館 山 川 介 護 予 防 体 操

22 火 9:30～10:30 三山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操
9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア

23 水 13:30～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
24 木 9:30～10:30 東児島老人憩の家 川 島 介 護 予 防 体 操

25 金 9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操
13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷 楽 し い 脳 体 操

28 月 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 栄 養 の お 話

５

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 木 9:30～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

介 護 予 防 体 操
2 金 9:30～10:30 川島公民館岡山分館 川 島 介 護 予 防 体 操
7 水 9:30～10:30 東部集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア
8 木 10:00～11:00 川島公民館城山分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
9 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

12 月 9:30～10:30 南町集会所 山 川 介 護 予 防 体 操
13:30～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

13 火 9:30～10:30 川島老人福祉センター 川 島 介 護 予 防 体 操
14 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

４月 ５月 医　院　名 電話番号
9 16 大 内 整 形 外 科 24-3058
10 20 杏 和 医 院 22-0333
11 21 高橋皮膚科クリニック 24-5122
12 19 井 内 内 科 24-3070
⑬ 糸 田 川 眼 科 24-2531
14 17 工 藤 内 科 医 院 42-3113
15 22 中西内科クリニック 42-6755
16 27 石原内科循環器科 24-2536
17 24 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
18 26 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
19 29 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
⑳ 14 石 原 小 児 科 24-2388
21 28 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
22 23 森 住 内 科 医 院 22-3010
23 30 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
24 31 麻名内科外科クリニック 26-0020

４月 ５月 医　院　名 電話番号
25 さ く ら 診 療 所 42-5520
26 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
� 古本内科クリニック 24-7377
28 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
� 美 摩 病 院 24-2957
30 糸田川クリニック 24-7555

1 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
2 知恵島皮膚科診療所 36-9012
③ 渡 辺 医 院 24-7177
④ 四 宮 医 院 25-2016
⑤ 松 永 医 院 42-2110
⑥ 杉 山 医 院 25-2802
7 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
8 鴨 島 病 院 24-6565
9 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
10 阿 部 整 形 外 科 24-4880

４月 ５月 医　院　名 電話番号
⑪ 矢 田 医 院 25-2006
12 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
13 岸 整 形 外 科 25-3133
15 富 本 医 院 42-3123
⑱ 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
� 谷 医 院 42-2353

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月〜土〉　8時30分〜19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分〜22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分〜翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分〜17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分〜22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分〜翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時〜17時（直接問い合わせてください）

地震の心得10カ条
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な
い

●
飛
び
出
し
を
し
な
い

●
自
転
車
は
左
側
走
行
を
す
る

●
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る

●
並
進
・
二
人
乗
り
を
し
な
い

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
学
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
、
不
審
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
不
審
に
感
じ
た
時
は
「
知

り
ま
せ
ん
」
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
言
っ
て
電
話
を
切
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
の
時
期
は
、
不
審
者
も

多
発
し
や
す
い
の
で
「
い
か
の
お

す
し
（
行
か
な
い
、
乗
ら
な
い
、

大
声
で
叫
ぶ
、
す
ぐ
逃
げ
る
、
知

ら
せ
る
）
」
で
自
分
を
守
る
よ
う

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
不
審
者
に
あ
っ
た
り
し
た
時

は
、
補
導
セ
ン
タ
ー
や
学
校
・
警

察
へ
連
絡
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

　
雑
　
草鴨

島
東
中
学
校　

森
西　

彩
香

そ
こ
に
生
え
て
る
草
た
ち
は

何
度
踏
ま
れ
て
も　

何
度
刈
ら
れ
て
も

ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
し

ま
た
生
え
て
く
る

そ
こ
に
生
え
て
る
草
た
ち
は

花
み
た
い
に
き
れ
い
で
は
な
い
け
れ
ど

根
さ
え
あ
れ
ば

ま
た
生
え
て
く
る

だ
か
ら
私
も
草
た
ち
み
た
い
に

あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち

努
力
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て

こ
れ
か
ら
は

生
活
し
て
い
き
た
い

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
８
号
」よ
り

　

３
月
２
日
、
美
郷
で
開
催
さ
れ

た
「
梅
の
花
見
ウ
オ
ー
ク
」
の
取

材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
到
着
す

る
と
、
会
場
と
な
っ
た
美
郷
ふ
れ

あ
い
公
園
に
は
、
す
で
に
た
く
さ

ん
の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
会
場

の
様
子
も
カ
メ
ラ
に
収
め
つ
つ
、

梅
の
花
も
撮
ろ
う
と
探
し
て
み

る
と
・
・
・
あ
り
ま
し
た
！
濃
い

桃
色
を
し
た
花
が
、
梅
の
木
い
っ

ぱ
い
に
‼
春
が
来
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
な
が
ら
、
遠
く
か
ら
、
ま

た
、
近
づ
い
て
と
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
今
後
、

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
い
ろ
い

ろ
な
草
木
が
色
を
付
け
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
を
通
し
て
確
か
な
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
て
い
き
た
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
）

編
集
後
記

登
下
校
の
交
通
安
全

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

不
審
電
話
・
不
審
者
に
ご
用
心

お
願
い

地震の心得10カ条
第10条　正しい情報を聞く27



御六日のお膳

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480
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再
生
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と
大
豆
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イ
ン
キ
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用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
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よ
し
の
が
わ
４
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